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クリーニングによって得られた 77 株の微生物の内、最も高いピペロナール代謝活性を示す CT39-3 株の菌
学的諸性質を解析した結果、Burkholderia	sp.と同定した。最適培養条件下で培養した菌体から、硫安分
画および各種クロマトグラフィー操作に供することで、ピペロナール代謝酵素の精製標品を得た。本酵素
を SDS-PAGE に供し、約 80	kDa,	40	kDa,	20	kDa のバンドが確認できたことから、3 つのサブユニットか
らなるヘテロ 3 量体であることが示唆された。	















	 また、本酵素の UV スペクトルを測定したところ、鉄硫黄クラスターおよびフラビンに特異的な吸収波
長が見られた。さらに、金属分析により、本酵素 1 モル当たりモリブデン原子が 0.55 モル、鉄原子が 5.1
モル、HPLC 分析により、CMP が 0.60 モル、FAD が 0.88 モル存在することを明らかにした。これらの結果
と相同性検索の結果から、本酵素は PceL サブユニットに１分子のモリブドプテリン、PceM サブユニット



















培地で本菌株の増殖を OD600の測定により計測するとともに、培養液中のピペロニル酸を HPLC 分析により
定量した。培養液中のピペロニル酸は本菌株の対数増殖期とともに減少し、定常期に入る時点で培養液中
から存在しなくなった。すなわち、本菌株はピペロニル酸を資化して生育可能であった。これらの結果と、






	 また、本酵素を大量発現させた CT39-3 株を休止菌体として用いると、反応溶液中でアルデヒド化合物
をほぼ単一のカルボン酸へ変換可能である。本菌酵素はアルデヒドの酸化反応に NAD+やフェレドキシン等
の生体内に存在する補酵素を電子受容体として利用できず、酸素のみを電子受容体として利用することか
ら、将来的には、本酵素あるいは本酵素を大量発現させた菌体を利用してアルデヒドからカルボン酸への
バイオコンバージョンへの応用が期待される。	
